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化
の
上
場
ゼ
ネ
コ
ン
も
念
頭
に
置
い
て
、
過
剰
供
給
の

是
正
へ
ゼ
ネ
コ
ン
再
編
を
促
す
施
策
も
打
ち
出
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
建
設
産
業
再
生
・

再
編
へ
向
け
た
第
一
幕
だ
。
し
か
し
、
第
一
幕
は
、
国

交
省
と
の
議
論
の
重
要
な
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
だ
っ
た

地
方
建
設
業
界
に
、
失
望
感
だ
け
を
残
し
て
幕
を
下
ろ

し
た
。
こ
の
間
、
県
建
設
業
協
会
会
長
会
社
の
破
た
ん
、

県
建
協
会
長
を
務
め
る
有
力
地
場
建
設
業
者
が
公
共
工

事
に
見
切
り
を
つ
け
て
事
業
の
主
力
を
建
設
業
以
外
に

軸
足
を
移
し
た
か
ら
だ
。
さ
ら
に
急
激
な
公
共
投
資
削

減
、
公
共
事
業
悪
玉
論
に
直
面
し
、
打
開
の
途
を
探
ろ

う
と
し
て
き
た
地
方
建
設
業
界
の
有
力
者
も
相
次
い
で

業
界
活
動
か
ら
退
い
て
い
っ
た
。

　

そ
の
後
、
口
を
閉
ざ
し
始
め
た
地
方
元
請
業
者
の
団

体
に
代
わ
っ
て
、「
建
設
産
業
政
策
二
〇
〇
七
」
に
よ
っ

て
開
け
た
第
二
幕
の
主
役
と
な
っ
た
の
が
専
門
工
事
業

界
だ
っ
た
。
き
っ
か
け
は
民
間
投
資
額
が
わ
ず
か
一
年

間
で
六
兆
円
減
少
し
た
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。

全
国
各
地
で
民
間
設
備
投
資
が
凍
結
さ
れ
、
工
事
一
時

中
止
、
契
約
解
除
に
さ
ら
さ
れ
た
余
波
は
、
下
請
単
価

の
急
落
、
職
人
の
リ
ス
ト
ラ
、
年
金
滞
納
な
ど
下
請
業

者
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

こ
の
危
機
的
状
況
で
専
門
工
事
業
界
は
、
生
産
シ
ス

テ
ム
で
誰
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
か
に
着
目

す
る
一
方
、
頼
り
に
し
た
の
は
過
剰
供
給
構
造
の
な
か
、

「
再
編
・
淘
汰
は
不
可
避
」
を
打
ち
出
し
た
「
建
設
産
業

政
策
二
〇
〇
七
」
だ
っ
た
。

産
性
向
上
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
、
施
策
を
打
ち
出

し
た
。

　

そ
の
な
か
で
建
設
産
業
界
で
浮
上
し
た
の
が
「
担
い

手
確
保
・
育
成
」
と
「
生
産
性
向
上
」
で
あ
り
、
具
体

化
さ
せ
た
の
が
国
土
交
通
省
が
掲
げ
た
「
ｉ

－

Ｃ
ｏ
ｎ

ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
や
「
建
設
産
業
政
策
会
議
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
産
業
行
政
が
取
り
組
ん
だ
こ
れ
ま
で
の
大

き
な
産
業
政
策
は
、
一
九
九
五
年
の
「
建
設
産
業
政
策

大
綱
」、
一
九
九
九
年
の
「
建
設
産
業
再
生
プ
ロ
グ
ラ

ム
」、
二
〇
〇
一
年
の
「
建
設
産
業
再
編
促
進
策
」、
二 

〇
〇
七
年
の
「
建
設
産
業
政
策
二
〇
〇
七
」、
二
〇
一
一

年
の
「
建
設
産
業
の
再
生
と
発
展
の
た
め
の
方
策
二
〇 

一
一
」、
二
〇
一
二
年
の
「
建
設
産
業
の
再
生
と
発
展
の

た
め
の
方
策
二
〇
一
二
」
と
二
二
年
間
で
六
つ
の
大
綱
、

政
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
実
に
三
年
半
ご
と
に
大
き

な
産
業
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
計
算
に
な
る
。

失
っ
た「
見
え
ざ
る
手
」が
混
乱
の
端
緒

　

だ
か
ら
こ
そ
、
専
門
工
事
業
団
体
は
、
そ
の
後
の
国

交
省
の
強
い
指
導
力
に
今
後
の
業
界
の
命
運
を
か
け
る

か
た
ち
で
、
業
界
内
に
対
し
て
も
「
ル
ビ
コ
ン
川
を
渡

っ
た
」「
後
戻
り
は
で
き
な
い
」
と
宣
言
し
、
社
会
保
険

の
加
入
促
進
に
突
き
進
ん
だ
。

　

第
二
幕
の
主
役
、
専
門
工
事
業
界
の
主
張
の
ひ
と
つ

「
担
い
手
三
法
」
は
、
地
方
建
設
業
を
地
域
イ
ン
フ
ラ
と

位
置
づ
け
、
こ
れ
ま
で
難
し
か
っ
た
新
た
な
入
り
口
規

制
や
利
益
を
確
保
で
き
る
仕
組
み
を
お
膳
立
て
し
た
。

し
か
し
、
も
う
一
つ
の
主
張
で
あ
る
「
社
会
保
険
の
加

入
促
進
」
は
い
ま
、
ル
ビ
コ
ン
川
を
渡
っ
た
は
ず
の
専

門
工
事
業
自
身
が
、
元
請
業
者
の
企
業
規
模
に
よ
っ
て

対
応
が
全
く
違
う
こ
と
を
理
由
に
立
ち
す
く
ん
で
い
る
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
に
単
価
は
半
減
以
下
ま
で
一
気

に
下
落
し
、
リ
ス
ト
ラ
や
職
人
の
賃
金
引
き
下
げ
、
資

産
売
却
、
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
で
よ
う
や
く
生
き
残

っ
た
と
い
う
ト
ラ
ウ
マ
も
あ
る
。

　

さ
て
、
そ
の
な
か
で
今
後
一
〇
年
の
建
設
産
業
の
あ

り
方
を
探
る
「
建
設
産
業
政
策
検
討
会
議
」
が
第
三
幕

と
し
て
幕
を
開
け
た
。

　

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
主
役
は
、

設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
建
設
業
、
元
請
・
下
請
、
大
・

中
・
小
、
土
木
・
建
築
な
ど
を
問
わ
ず
、
建
設
生
産
シ

ス
テ
ム
に
か
か
わ
る
企
業
や
業
界
の
全
て
で
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
。
行
政
は
建
設
市
場
全
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

未
来
を
切
り
拓
く
の
は「
企
業・業
界
」

　

こ
の
六
つ
の
産
業
政
策
は
、
時
代
背
景
と
建
設
産
業

界
か
ら
の
強
い
要
請
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
の
は
間

違
い
な
い
。
一
九
九
五
年
の
政
策
大
綱
は
、
建
設
産
業

界
の
一
大
転
機
と
な
っ
た
前
年
の
一
般
競
争
入
札
導
入

が
視
野
に
あ
っ
た
。
指
名
競
争
入
札
か
ら
一
般
競
争
入

札
へ
の
転
換
は
、
公
共
発
注
者
に
と
っ
て
参
入
希
望
企

業
を
さ
ま
ざ
ま
な
発
注
者
の
評
価
で
事
前
に
選
別
す
る

入
り
口
規
制
か
ら
出
口
規
制
へ
の
変
更
を
意
味
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
公
共
工
事
で
発
注
者
が
「
見
え
ざ
る
手
」

を
失
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
熾
烈
な
ダ
ン
ピ
ン
グ
競
争

の
激
化
が
拡
大
、
最
終
的
に
は
地
方
業
界
・
団
体
の
存

在
感
低
下
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　

こ
の
と
き
ダ
ン
ピ
ン
グ
競
争
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
こ
と
に
強
い
危
機
感
を
抱
い
た
地
方
の
元
請
業
者
は
、

新
た
な
打
開
策
を
求
め
て
国
交
省
に
詰
め
寄
っ
た
。
そ

こ
で
、「
見
え
ざ
る
手
」
に
代
わ
る
新
た
な
入
り
口
規
制

と
し
て
浮
上
し
た
の
が
、
履
行
保
証
割
合
の
引
き
上
げ

や
自
己
資
本
比
率
規
制
だ
っ
た
。
さ
ら
に
国
交
省
は
、

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
金
融
機
関
再
編
に
あ
わ
せ
、
経
営
悪

で
き
な
い
か
ら
だ
。
さ
ら
に
、
所
管
す
る
業
界
内
の
再

編
や
市
場
退
出
を
行
政
が
リ
ー
ド
す
る
時
代
も
終
わ
っ

て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
行
政
は
健
全
な
産
業
発
展
と
維
持
、
地
域

の
イ
ン
フ
ラ
の
守
り
手
で
あ
る
地
域
建
設
業
の
維
持
の

サ
ポ
ー
ト
役
に
過
ぎ
な
い
。

　

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
い
ま
、
居
心
地
が
悪
く
感
じ
る

キ
ー
ワ
ー
ド
が
生
産
性
向
上
だ
。
本
来
、
生
産
性
向
上

は
個
別
企
業
に
と
っ
て
競
争
の
源
泉
で
あ
り
、
一
律
に

取
り
組
む
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
ま
た
、
公
共
事
業

受
注
が
売
り
上
げ
の
大
半
を
占
め
る
中
小
・
零
細
企
業

は
国
が
支
援
体
制
を
敷
い
て
も
、
肝
心
の
地
方
自
治
体

の
姿
勢
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
環
境
は
好
転
し
な
い
。

　

そ
れ
に
つ
け
て
も
残
念
な
の
は
、
第
三
幕
が
上
が
っ

て
も
、
本
来
、
主
役
の
建
設
産
業
の
各
プ
レ
ー
ヤ
ー
に

主
役
の
自
覚
が
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
だ
。
い
ま
の
公
共

調
達
が
競
争
激
化
を
意
味
す
る
レ
ッ
ド
オ
ー
シ
ャ
ン
だ

と
す
る
な
ら
、
規
制
緩
和
や
担
い
手
三
法
の
施
行
を
て

こ
に
地
方
で
も
競
争
相
手
が
少
な
い
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ

ン
の
市
場
創
出
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
新
た

な
提
案
と
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
交
渉
力
が
業
界

団
体
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

行
政
か
ら
の
投
げ
か
け
に
、
賛
否
を
示
す
だ
け
と
い

う
姿
勢
で
は
新
た
な
展
望
が
開
け
な
い
こ
と
は
、
こ
れ

ま
で
の
第
一
幕
、
第
二
幕
が
証
明
し
て
い
る
。
一
方
、

産
業
行
政
も
小
手
先
の
議
論
で
は
な
く
、
慎
重
か
つ
大

胆
で
大
局
観
を
も
っ
た
構
想
力
が
必
要
だ
。

建
設
産
業
政
策
会
議「
本
気
で
す
か
」

H
itotsubu M

ugi 

麦 

一
粒

今
後
直
面
す
る
問
題
解
決
に
つ
な
が
る
提
言
を
さ
れ
る

と
の
こ
と
。
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
私
、「
建
設
産
業
界
」
は
こ
れ
ま
で
も
こ
う
し
た

類
の
議
論
と
結
果
、
そ
の
後
の
経
緯
を
見
て
い
る
と
一

抹
の
不
安
を
感
じ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

　

い
ま
、
日
本
経
済
、
地
方
を
お
お
っ
て
い
る
閉
塞
感

が
建
設
産
業
界
に
も
深
い
霧
の
よ
う
に
た
れ
込
め
て
い

る
。
人
口
減
少
と
高
齢
化
、
東
京
一
極
集
中
と
過
疎
化

が
進
む
地
方
都
市
、
若
年
入
職
者
確
保
を
め
ぐ
る
産
業

間
競
争
激
化
、
国
の
豊
か
さ
の
指
標
で
あ
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ

（
国
内
総
生
産
）
が
人
口
減
少
と
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の

な
か
で
減
少
す
る
こ
と
へ
の
危
機
感
な
ど
が
、
閉
塞
感

の
背
景
だ
。

　

一
方
、
こ
う
し
た
閉
塞
感
を
打
開
す
る
た
め
、
政

府
・
行
政
は
「
働
き
方
改
革
」「
女
性
活
躍
推
進
」「
Ｉ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）、Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
な
ど
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
る
第
四
次
産
業
革
命
」「
生

大
海
の
一
滴

ひ
と        

し
ず
く

啓
「
建
設
産
業
政
策
会
議
」
様
。

　

一
〇
年
後
の
建
設
産
業
の
あ
り
方
を
見
据
え
、

拝


